
地域防災計画の見直しは

圓岡　伸夫  議員

【
圓
岡
】
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
、地
域
防
災
計
画（
平

成
23
年
度
修
正
）
が
あ
る
。

　

こ
の
計
画
は
、
災
害
対

策
基
本
法
に
も
と
づ
き
毎

年
検
討
を
加
え
、
必
要
が

認
め
ら
れ
る
と
き
は
こ
れ

を
修
正
す
る
と
な
っ
て
い

る
。

　

修
正
し
た
一
番
新
し
い

も
の
を
公
開
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

【
町
長
】
現
在
、
国
や
県

の
防
災
計
画
に
合
わ
せ
て

修
正
中
で
あ
り
、
終
わ
り

次
第
新
し
い
も
の
に
す
る
。

【
圓
岡
】
耐
震
性
貯
水
槽

は
設
置
し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
飲
料
水
用
の
も

の
は
な
い
。

【
圓
岡
】
避
難
所
の
耐
震

性
や
非
構
造
部
分
（
天
井

な
ど
）
の
耐
震
性
は
確
認

し
て
い
る
か
。

【
町
長
】
耐
震
性
は
、
32

カ
所
の
屋
内
避
難
所
う
ち
、

30
カ
所
は
確
保
し
て
い
る

が
、
２
カ
所
は
不
明
で
あ

る
。
非
構
造
部
分
は
確
認

し
て
い
な
い
。

修正中である

要望書を
　　どう受け止めたか

できる限り維持したい

【
圓
岡
】
拠
点
保
育
所
で

は
、
延
長
保
育
を
利
用

す
れ
ば
午
後
７
時
ま
で
利

用
が
可
能
だ
が
、
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
は
午
後
６

時
ま
で
だ
。

　

利
用
す
る
保
護
者
か
ら

は
、
午
後
７
時
ま
で
に
し

て
ほ
し
い
、
と
い
う
声
が

あ
る
が
、
見
直
す
つ
も
り

は
な
い
か
。

児
童
ク
ラ
ブ
も

　
　
　
７
時
ま
で
に

現
時
点
で
は
難
し
い

【
教
育
委
員
長
】
午
後
７

時
ま
で
延
長
す
る
に
は
、

資
格
を
有
す
る
指
導
員
や

補
助
指
導
員
の
確
保
が
難

し
い
。

　

午
後
６
時
ま
で
に
迎
え

に
来
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
、フ
ァ
ミ
リ
ー・サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
を
利
用
し
て

ほ
し
い
。

利用者の多い高麗体育館

時間の延長はできないか

【
圓
岡
】
２
月
に
高
麗
地
区

区
長
会
会
長
と
高
麗
体
育
館

利
用
者
の
会
代
表
の
名
前
で
、

高
麗
体
育
館
の
存
続
を
求
め

る
要
望
書
が
出
さ
れ
た
。

　

住
民
・
地
域
の
人
た
ち
が

地
域
の
防
災
拠
点
も
視
野
に
、

今
後
20
年
間
程
度
を
使
用
可

能
と
す
る
よ
う
要
望
さ
れ
た
も

の
だ
が
、
町
長
は
ど
う
受
け

止
め
た
か
。

【
町
長
】
大
切
に
管
理
し
、
で

き
る
限
り
利
用
可
能
な
状
況

を
維
持
し
た
い
。

　

た
だ
し
安
全
確
保
上
、
使

う
こ
と
が
で
き
な
く
な
れ
ば
、

施
設
の
廃
止
の
検
討
も
必
要

で
は
な
い
か
。

町長

教育
委員長

町長

吉原　美智恵  議員

どう生かす「日本遺産」

各取り組みを展開していく町長

【
吉
原
】
今
年
度
、
第
３

次
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン

が
策
定
さ
れ
る
。
男
女

共
同
参
画
条
例
の
精
神
は

生
か
さ
れ
て
い
る
か
。

【
教
育
委
員
長
】
各
審
議

会
な
ど
の
女
性
の
登
用
状

況
は
十
分
で
は
な
い
。
多

方
面
で
の
参
画
拡
大
を
働

き
か
け
る
。

【
吉
原
】
男
女
と
も
に
助

け
合
い
、
認
め
合
う
こ
と

が
共
同
参
画
の
理
念
だ
と

思
っ
て
い
る
。
特
に
防
災

な
ど
の
面
で
は
、
女
性
の

視
点
も
重
要
で
あ
り
、
施

策
の
提
案
の
仕
方
も
違
っ

て
く
る
。
防
災
審
議
会
、

防
災
自
主
組
織
委
員
な

ど
へ
の
女
性
参
画
の
周
知
、

啓
発
が
必
要
で
は
な
い
か
。

【
教
育
委
員
長
】
県
の
審

男
女
共
同
参
画
の

　
　
　
　
こ
れ
か
ら
は

教育
委員長

参
画
の
拡
大
と

　
　
　
　
啓
発
に
努
め
る

【
吉
原
】
日
本
遺
産
は
従

来
の
文
化
財
保
護
制
度
と

は
違
い
、
活
用
・
発
信
を

重
視
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

大
山
開
山
１
３
０
０
年

祭
を
観
光
誘
致
の
契
機
と

し
て
ど
の
よ
う
に
生
か
す

か
。

【
町
長
】
ま
ず
、
情
報
発

信
、
普
及
啓
発
、
国
内
誘

客
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
対
策
な

ど
の
取
り
組
み
を
考
え
て

い
る
。

【
教
育
委
員
長
】
こ
の
町
の

子
ど
も
た
ち
に
、
大
山
の

歴
史
的
な
価
値
、
そ
の
恵

み
の
中
で
育
ま
れ
た
自
然

な
ど
、
大
山
を
愛
す
る
人

を
育
て
る
こ
と
が
大
切
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

【
吉
原
】
認
定
は
喜
ば
し

い
こ
と
だ
が
、
短
期
決
戦

の
感
が
あ
り
、
町
民
の
意

識
の
盛
り
上
が
り
に
欠
け

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

　
「
地
蔵
信
仰
と
大
山
牛

馬
市
」
の
ス
ト
ー
リ
ー
は
、

若
い
世
代
に
は
ピ
ン
と
こ

な
い
。
国
の
史
跡
も
磨
き

き
れ
ず
、
旅
行
商
品
の

ヒ
ッ
ト
も
見
ら
れ
な
い
が
、

対
策
は
。

【
町
長
】
に
ぎ
わ
い
プ
ロ
ジェ

ク
ト
や
株
式
会
社
さ
ん
ど

う
の
活
動
も
始
ま
り
、
こ

れ
か
ら
展
開
さ
れ
る
。

大山さんのおかげを大切に

共に生きる社会をめざして

議
会
で
も
、
女
性
が
防
災

に
関
わ
る
重
要
性
の
議
論

が
あ
り
、
あ
て
職
の
壁
は

あ
る
が
、
で
き
る
と
こ
ろ

か
ら
啓
発
に
努
め
る
。

【
吉
原
】
男
女
差
別
の
問

題
は
、
障
が
い
者
差
別
、

部
落
差
別
な
ど
す
べ
て
の

差
別
に
根
っ
こ
は
つ
な
が
っ

て
い
る
。
人
権
学
習
の
さ

ら
な
る
充
実
は
。

【
教
育
委
員
長
】
講
演
会

を
含
め
、
再
検
討
す
る
。
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